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発
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内
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保
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川
町
消
防
団
（
団
長
、
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川
亀
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4

小
づ
か
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銭
の
使
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方
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ニ
喜

二

-
＿
十
才
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下
の
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草
を
喫
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一
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を
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、
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を

飲

ま

し

た

り

＝

一

数

で

割
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、
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、
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祭

（

弁

天

祭

り

）

と

一

九

日

肱

川

町

土

地

改

良

事

業

竣

一

工

検

査

二
0
日
国
保
運
営
協
議
会
開
催

一
i
 

一

『

1

、

1
9
.
,

．．
 
,ム

逗



'‘
 

•. 

‘

.

9

}

,

.

i

'

．'し

,
t
1
!

！'‘.,＇，．
t
,
 ．

．

．

．

 
ー

'
9
1

ー
・
・
~
，
．

i

泳

い

で

い

き

、

そ

の

粘

膜

に

く

一

が

あ

り

ま

せ

ん

。

一

，

I' 

i
 

ー，＇9

，1
.
,

ォ
aど
；
ム
、
．

―

町

の

人

口

動

態

一

ー

｛

い

込

み

、

こ

4

で

充

分

栄

養

分

一

そ

こ

で

動

物

性

蛋

白

源

と

、

ビ

ク

一

農

協

畜

産

部

―

[
t」：七

I’ 

ノ
A
、
B
に
富
ん
だ
飼
料
を
与
え

i

日
日
い
一
を
略
奪
し
腸
の
方
へ
と
び
出
し
一

r`
ヽ
、

-

―

 

＇

、

ご

よ

り

―

i

i

ま

す

。

幼

虫

か

ら

成

虫

巳

な

る

染

養

の

面

か

ら

抵

抗

力

の

あ

る

鶏

を

一

↑

一

ま

で

の

日

数

は

、

四

0
ー
五
0
一

作

り

、

乾

燥

、

清

潔

に

留

意

し

成

態

―

6

.

7

.

1

i

一

.

,

'

,

 

5

3

 

I
 

o
出

生

一
虫
卵
の
発
生
、
摂
取
す
る
機
会
を
少
一

一

日

で

す

。

,'.—

•9, 

』̀
3

-

i

-

I

-

―
 

；
成
虫
時
代
、
幼
虫
時
代
に
引
き
て
し
、
定
期
的
（
年
四
ふ
五
回
）
に
一

~
1—
~
:

i
-
d
-
0
-
7
一

一

宇

和

川

和

気

広

子

一

5
~

一
円
一
―
→

-

‘

i

 

一
続
き
養
分
を
略
奪
す
る
と
共
に
駆
虫
薬
を
飲
ま
せ
、
と
も
す
れ
誓
一
~
一

―

―

―

-
5
-
5
プ
一

一

沖

野

幸

―

―

―

一

一
生
殖
作
用
を
営
み
ま
す
。
l
羽
れ
が
ち
な
、
し
か
も
被
害
の
大
き
い
―
―
一
下
―
―

i
i
~

-

．

t
i
i
i
-
2
-
2
一1
-

I

I

一
に
寄
生
し
た
錮
虫
は
約
八

0
万
薔
生
虫
か
ら
鶏
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
一
面

i

-

、

谷

本

文

寿

i

」

i
j
|
-`
ー上

-II 

＿

面

一

り

五

竺

0
万二

7
7テ
―

―

楠

野

哲

夫

，

の

方

が

一

個

も

の

卵

を

排

池

す

る

と

云

わ

―

一

場

直

「

↓

斗

，

．

i
「．
,
1

―

-

「

,‘
 ー

一

れ

、

そ

の

伝

播

力

は

恐

る

し

ぃ

一

―

5反
一
い
一

¥
）
天
一
月
舟
―
7
-
6
-
6
:
6
"
9
-

―

[
-
[
〗
直

□
叫
八
｀
口
)
-
8
ロ
・
ロ
ロ
[
〗
―

〗
二
[
〗
〗
[
国
叫
―
」

[
l
I
［
ー
―
二
臼
―

`
 

腸
ま
で
一
く
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
防
ぎ
よ
う
一

L

-

」

．

H

.

，

．

|

|

-
I
 

-

i

ッ

材

ル

材

一

不

に

ぎ

場

や

伸

―

f

I
 

o
死

亡

ー
／
ー
ー
ニ
，

1
7／

：
相
や
上
直
―
`
田

]
0
月

□
三
〗
一

．
 

•
「
、

9

り

｀

も

ち

あ

い

（

前

日

は

気

配

ゆ

る

一

大

谷

前

田

安

則

.

'

i

1

.

i

 

ご
U
一

円

一

7

ー

4
ioo~ 

i

ん
で
小
幅
下
げ
た
が
、
四
日
は
一

ー

林
ー
ー
ロ
[
}
訳
一
三
〗
鶏
卵
[
[
〗
[
〗
｀
〗

/
l
-
[

〗
―

i
6
 

i

i

足

[

,•,.:-~~~. 

9

.

 

↓
 

＾

ー

：

・

＇

！

・

1
,

．
,
.
,
＇
』
＇
，
：
；
,
．
,
！

.
！
・
・
・
・
・
・
'

.

i

1

1

.

,

・

9

... I'
l
,
’
•
9
9

、

1

・
・

1
.
,
.


